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「1 学期の終了にあたって」～ 啐啄同時（そったくどうじ）～ 

校長  寺本  喜和  

 

 禅の言葉に「啐啄同時（そったくどうじ）」という言葉があります。 野鳥にとっては卵の中のヒナ鳥が殻を破

ってまさに生まれ出ようとする時，卵の殻を内側から雛がコツコツとつつくことを「啐（そつ）」といい，ちょう

どその時，親鳥が外から殻をコツコツとつつくのを「啄（たく）」といいます。雛鳥が内側から つつく「啐（そ

つ）」と，親鳥が外側からつつく「啄（たく）」とによって殻が破れて，中から雛鳥が出てくるそうです。両方が

一致して雛が生まれる「機を得て両者相応じる得難い好機」のことを「啐啄同時（そったくどうじ）」と言うので

す。親鳥の啄が一瞬でもあやまると，中のヒナ鳥の命が危なくなります。また，早くてもいけません。早くても

遅くてもいけない，まことに大 事な瞬間だけに，危険な一瞬でもあり，啐啄は同時でなくてはなりません。 禅

宗では弟子が悟りを開くまであと一歩という時，師匠がすかさず指導して悟りを得られるようにすることを言う

そうです。 

 教育の場面でも，学校や家庭の指導と子どもの自発性が一致した時，それはきっとすばらしい効果を挙げるで

しょう。4 月から始まった 1 学期も本日 7 月 1 日（金）をもって終了となりますが，1 学期間の JSP の子どもた

ち一人一人はまさに「啐（そつ）」の状態にあると思います。ある子どもは，学習面で自分の目標をきちんと持

ち，自主的に努力する姿が見られました。言われなくても自分から机に向かうようになったそうです。また，あ

る子どもは，友達との関わり方に気を付けながら，クラスのまとまりや仲間との団結に力を注ぐ姿も見られまし

た。また，ある子どもは，クロスカントリー大会に向け，朝の練習に自主的に参加したり，放課後オーバルに出

かけて走ってきたという話も聞きました。教科の学習はもちろんですが,「友達との関わり合い」や「様々な人に

感謝する」ことなど，生きていくための大切な学習も，今が「啐啄同時（そったくどうじ）」の好機ととらえたい

と思っています。誰に強制されたわけではないが，自分から進んで行動する姿が多く見られました。 

 2 学期も，すばらしいこの言葉を大切に，子どもたち一人一人の「啐（そつ）」を的確にとらえ，児童生徒一人

一人の可能性を伸ばしていきたいと思います。各ご家庭でも，子どもたちにこ

の１学期間でできたこと・がんばったことを振り返らせて，これから目標とし

たいことをしっかりともたせていただけますようにお願いします。自分の頑張

りを前向きにとらえて，次の目標に向かって進むことができるようにしたいと

考えます。スクールホリデーが皆さま方にとって楽しい休日となり，7月 18日

には子どもたちがまた元気で学校に戻ってきてほしいと思います。 

file:///G:/www.japaneseschool.wa.edu.au
mailto:toiwase@jsp.wa.edu.au


６月のアルバム 

 

【連絡】２学期の主な行事と連絡 

〇冬季休業は，７月２日（土）から７月１７日（日）です。 

〇７月１８日（月） ２学期始業式 ※午前授業 １２：３０下校 

〇７月２９日（金） Music Assembly（CBPS と合同の音楽発表会）※詳細は２学期にご案内 

〇８月８日～１２日 自由参観週間 

〇８月２５日～３０日 中学部試験 

〇８月３１日（水） JUNP & THROWS 

〇９月２日（金） Inter-house Carnival 

〇９月８日（木） School Open Night 

９月２３日（金） ２学期終業式（午前日課） 

〇冬休み中の学校問い合わせは， 

学校の電話（０８－９２８５－１７５８）か Gakkou メール（gakkou@jsp.wa.edu.au）にお願いします。 

 

 

インターハウスクロスカントリー 

カレーの日 

日曜参観＆親子レク 

全校集会（中学部発表） 

英語科オープンデー 

インタースクールクロスカントリー 


